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2広報にしあわくら　４月号

平成２９年
３月定例議会

一般 ２４億４３４９万円 ２２億２５３５万円

国保 ２億３５２７万円 ２億２７９８万円

診療所 ６２７０万円 ６６３３万円

後期高齢 １９９３万円 ２２９１万円

介護事業 ２億４５０９万円 ２億３１８０万円

介護サービス １６００万円 １４０３万円

簡易水道 ７３７９万円 １億４２９４万円

集落排水 ７７０３万円 １億１３４８万円

森林管理 ９３３５万円 ９７３３万円

計 ３２億６６６８万円 ３１億４２１９万円

一般 ４億７６２０万円 ２９億２９２２万円

子育て支援の場整
備、BTO 方式によ
る住宅確保、コン
ベンションホール
修理

国保 １７９１万円 ２億３４１８万円

診療所 △１３５万円 ６５０９万円 

後期高齢 △３１８万円 １９７３万円

介護事業 ７万円 ２億４１７５万円 施設介護サービス給付費

簡易水道 △８２万円 １億６４６５万円

集落排水 △４７７万円 １億３８６１万円

森林管理 △１７９万円 １億２４万円

子育て支援の場整備と
BTOによる住宅確保が補助対
象に。

　西粟倉村は、様々な地方創生の取
り組みを行っていますが、この度国
の補正予算で予算化された拠点整備
交付金に次の事業が対象となりまし
た。
　子育て支援の場整備では、保育所
機能活かしながら、保育環境の整備
に村のヒト・モノを活かした取組を
行い、それを全国に広げていくこと。
　BTO方式による住宅確保では、民
間の力を使った住宅建設、管理の
取組と西粟倉村の起業家育成などの
取組を連動した形での活用を行うこ
と。などが採択の要件となっていま
す。



3 広報にしあわくら　４月号

  
今
般
の
大
雪
の
影
響
で
村

内
の
至
る
所
に
雪
害
と
見
な

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
被
害

が
あ
っ
た
皆
様
に
は
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

一
刻
も
早
い
修
復
を
願
っ
て

い
る
。
ま
た
除
雪
に
伴
う
道

路
や
安
全
施
設
等
の
破
損
、

修
繕
箇
所
等
も
雪
解
け
を
待

ち
、
点
検
作
業
を
行
い
、
速

や
か
に
復
旧
に
努
め
て
い
き

た
い
。

《
基
幹
施
設
整
備
》

　

平
成
29
年
度
、
西
粟
倉
村

は
大
き
な
ハ
ー
ド
事
業
に
取

り
か
か
る
。
子
育
て
支
援
施

設
ぽ
ん
ぽ
こ
園
を
除
却
し
、

跡
地
に
村
と
し
て
初
め
て
の

保
育
施
設
を
建
設
す
る
。
ま

た
以
降
、
平
成
３
０
年
度
に

は
体
育
館
、あ
わ
く
ら
会
館
、

あ
わ
く
ら
サ
ロ
ン
等
の
除
却

が
始
ま
る
。
そ
し
て
村
の
基

幹
施
設
と
な
る
多
目
的
ホ
ー

ル
、
庁
舎
等
の
建
設
計
画
を

平
成
30
年
度
、
31
年
度
と
進

《
道
の
駅
一
体
化
》

　

道
の
駅
、
あ
わ
く
ら
ん

ど
、
及
び
北
側
駐
車
場
の
整

備
、
新
た
な
Ｃ
Ｌ
Ｔ
モ
デ
ル

建
築
を
採
用
し
た
ト
イ
レ
の

設
置
だ
が
、
あ
わ
く
ら
ん
ど

設
置
以
来
、
26
年
が
経
過
。

鳥
取
自
動
車
道
の
開
通
等
に

よ
り
今
後
多
く
の
立
ち
寄
り

客
の
受
入
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭

く
、
外
ト
イ
レ
が
階
上
に
あ

る
な
ど
、
利
用
者
に
は
不
便

を
か
け
て
い
る
。
国
土
交
通

省
へ
の
要
望
、
あ
わ
く
ら
ん

ど
が
重
点
道
の
駅
候
補
の
認

定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
県
の
事
業
と
し
て
、
北

側
駐
車
場
の
整
備
及
び
ト
イ

レ
の
設
置
が
実
現
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
今
後
は
駐
車
場

の
一
体
化
に
よ
り
、旬
の
里
、

あ
わ
く
ら
ん
ど
を
一
体
型
の

道
の
駅
と
し
て
再
整
備
す
る

計
画
を
要
望
し
て
い
る
。
今

年
度
は
ト
イ
レ
の
整
備
に
伴

う
既
存
物
の
除
却
等
を
含

め
、
合
計
３
千
５
百
万
円
を

の
で
、
自
然
環
境
と
の
共

生
を
今
後
ど
の
よ
う
に
図

り
、
持
続
可
能
な
地
域
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か

と
い
う
課
題
に
率
先
し
て
取

り
組
む
事
を
約
束
し
た
も

の
だ
。
既
に
黄
金
泉
、
元

湯
、
今
年
度
は
あ
わ
く
ら
荘

へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
、
温
泉
給
湯

に
か
か
る
熱
源
を
石
油
か
ら

地
域
資
源
で
あ
る
木
材
へ
転

換
し
た
。
平
成
29
年
度
は
予

算
１
億
７
千
万
円
を
投
入

し
、
新
た
な
熱
供
給
施
設
の

整
備
と
公
共
施
設
へ
の
供
給

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た

整
備
を
行
う
。
な
お
、
こ
の

拠
点
は
旧
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
も
み
が
ら
倉
庫
を
予

定
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
お
り
、
第
二
小
水
力
発
電

所
の
設
置
に
向
け
、
準
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
売
電
先

電
力
会
社
と
の
系
統
連
携
の

協
議
を
進
め
て
い
く
。　
　

め
て
い
く
。
本
定
例
議
会
に

は
保
育
施
設
建
設
に
伴
う
建

設
事
業
費
総
額
３
億
９
千
万

円
の
う
ち
、
７
千
万
円
を
、

基
幹
施
設
建
設
事
業
に
伴
う

基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
へ

の
予
算
、
６
千
７
百
万
円
を

上
程
し
て
い
る
。
な
お
保
育

施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

国
の
28
年
度
補
正
予
算
、
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

１
億
４
千
万
円
と
補
正
予
算

債
１
億
４
千
万
円
が
充
当
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後

の
３
年
間
は
ま
さ
に
西
粟
倉

村
の
次
の
半
世
紀
を
目
指
し

た
基
礎
と
な
る
３
年
間
と
な

る
。
村
民
み
な
さ
ま
の
な
お

一
層
の
ご
理
解
、
ま
た
ご
助

言
を
賜
り
た
い
。

《
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
》

　

本
村
は
環
境
モ
デ
ル
都

市
、
産
業
バ
イ
オ
マ
ス
都

市
の
認
定
を
受
け
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
と
同
時
に
21
世
紀

の
国
民
の
あ
り
方
と
地
域
社

会
の
再
構
築
を
目
指
し
た
も

計
上
し
、
あ
わ
く
ら
ん
ど
へ

の
接
続
と
な
る
部
分
の
木
回

廊
の
再
整
備
、
あ
わ
く
ら
ん

ど
レ
ス
ト
ラ
ン
側
に
オ
ー
プ

ン
デ
ッ
キ
等
を
整
備
し
、
南

北
側
駐
車
場
か
ら
の
動
線
を

確
保
す
る
。

《
農
業
》

　

百
年
の
森
林
構
想
が
現
在

の
西
粟
倉
村
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に

農
業
の
将
来
も
ま
た
そ
の
構

想
に
は
大
き
な
影
響
を
受

け
、
与
え
う
る
存
在
だ
。
上

質
な
田
舎
を
目
指
す
上
で
、

地
域
に
求
め
ら
れ
る
も
の
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
、
そ
れ

ら
を
も
う
一
度
真
正
面
か
ら

見
つ
め
直
し
、
産
地
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
理
念
を
打
ち
立

て
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
。今
年
度
は
視
察
研
修
、

講
演
会
等
の
機
会
を
設
け
る

等
、
将
来
へ
の
知
見
を
深
め

る
と
共
に
、
現
状
の
生
産
者

と
売
り
場
、
生
産
者
と
消
費

者
等
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
通

を
構
築
す
る
た
め
の
協
力
体

制
を
築
い
て
い
く
。

《
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

事
業
》

　

本
村
の
地
方
創
生
の
柱
、

広
域
連
携
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
推
進
事
業
だ
が
、
こ

れ
は
移
住
を
前
提
と
し
て
都

市
圏
の
有
望
な
人
材
を
広
域

の
市
町
村
で
連
携
し
て
獲
得

し
、
各
地
域
で
の
起
業
、
創

業
を
進
め
る
た
め
の
新
し
い

試
み
と
し
て
西
粟
倉
村
が

主
軸
と
な
っ
て
進
め
て
い

る
。
平
成
29
年
度
は
予
算

１
億
１
千
万
を
計
上
し
全
国

11
市
町
村
と
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
本
村
に
お
い
て
は

予
算
２
千
４
百
万
円
を
計
上

し
、
現
在
村
が
推
進
母
体
と

し
て
進
行
中
の
百
年
の
森
林

構
想
の
新
た
な
推
進
母
体
と

し
て
、
行
政
に
変
わ
る
仮
称

百
森
セ
ン
タ
ー
の
起
業
に
向

け
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
確
立

を
始
め
、
人
材
確
保
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

《
情
報
伝
達
手
段
》

　

情
報
手
段
と
情
報
機
器
の
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◆
報　

告

●
例
月
出
納
検
査
報
告

　

十
二
月
分
、
一
月
分
、

　

二
月
分

●
事
務
事
業
監
査
の
報
告

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

あ
わ
く
ら

　
　

グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

●
各
組
合
議
会
の
報
告

(1)
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会

(2)
勝
英
衛
生
施
設
組
合
議
会

(3)
勝
英
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会◆

選
任
同
意

●
西
粟
倉
村
固
定
資
産
評
価

委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

河
野　

博
康
氏
（
再
任
）

　

長
尾
一
一
一
番
地

●
西
粟
倉
村
教
育
委
員
会
教

育
委
員
の
選
任
同
意

　

福
井
真
由
美
氏
（
新
任
）

　

影
石
五
三
三
番
地
一

◆
条　

例

【
制
定
】

●
西
粟
倉
村
し
ご
と
・
く
ら

し
応
援
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
農
業
委
員
会
の

定
数
を
定
め
る
条
例

【
一
部
改
正
】

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
監
査
委
員
条
例

●
西
粟
倉
村
む
ら
づ
く
り
寄

附
条
例

●
西
粟
倉
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例

●
西
粟
倉
村
介
護
保
険
条
例

●
西
粟
倉
村
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準

に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
教
職
員
宿
舎
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例

【
廃
止
】

●
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
条
例

◆
財
産
の
取
得

　

住
宅
（
中
土
居
）

　

二
棟　

二
千
百
万
円

契
約
の
相
手
方

　

エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社

◆
指
定
管
理

●
西
粟
倉
村
森
の
学
校
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　

エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社

●
西
粟
倉
村
し
ご
と
・
く
ら

し
応
援
住
宅
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社

◆
予　

算

●
平
成
二
十
九
年
度
当
初
予

算
（
九
会
計
）

●
平
成
二
十
八
年
度
補
正
予

算
（
八
会
計
）

◆
そ
の
他

●
美
作
市
・
勝
央
町
・
奈
義

町
・
西
粟
倉
村
権
利
擁
護
事

業
に
関
す
る
事
務
の
委
託

●
西
粟
倉
村
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
変
更

●
村
道
路
線
の
認
定

　

湯
舟
線
（
中
土
居
）

　

道
路
延
長
２
８
４
ｍ

　

湯
舟
線
支
線
（
中
土
居
）

　

道
路
延
長
８
９
ｍ

29
年
度
は
予
算
２
百
４
十
万

円
を
計
上
し
、
よ
り
具
体
的

な
検
証
を
行
う
べ
く
、
実
証

運
行
と
運
用
方
法
の
検
討
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
既
存
の

交
通
体
系
も
組
み
入
れ
な
が

ら
、
よ
り
効
率
的
で
機
能
的

な
運
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
検

証
を
進
め
て
い
く
。

《
在
宅
介
護
支
援
》

　

今
後
も
村
の
方
針
と
し
て

は
在
宅
介
護
の
支
援
を
続
け

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
更

に
行
き
届
い
た
支
援
制
度
を

作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

従
来
の
住
宅
改
修
等
の
支
援

制
度
に
加
え
、
29
年
度
は
日

常
の
消
耗
品
に
対
す
る
費
用

負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
家

族
介
護
用
品
購
入
助
成
事
業

を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
要

介
護
３
か
ら
５
の
同
居
家
族

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
助
成

だ
。
是
非
活
用
頂
き
た
い
。

め
ま
ぐ
る
し
い
発
達
と
多
様

化
が
進
ん
で
い
る
。
自
然
災

害
等
へ
の
備
え
と
し
て
も
大

い
に
力
を
発
揮
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
機
器
の
耐

用
年
数
の
短
さ
、
電
波
の
利

用
に
関
す
る
法
改
正
等
に
よ

る
機
器
の
変
更
や
シ
ス
テ
ム

変
更
も
お
こ
っ
て
い
る
。
本

村
で
も
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
廃

止
と
い
う
通
告
を
受
け
、
既

に
老
朽
化
し
た
現
在
の
告
知

放
送
と
防
災
無
線
を
廃
止

し
、
新
た
に
防
災
等
に
か
か

る
情
報
伝
達
機
能
も
備
え
た

Ｆ
Ｍ
有
線
型
告
知
機
の
導
入

を
図
る
こ
と
と
し
た
。
29
年

度
は
こ
の
設
置
作
業
委
託
費

と
Ｆ
Ｍ
告
知
機
整
備
事
業
費

５
千
２
百
万
円
を
計
上
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

《
地
域
公
共
交
通
》

　

高
齢
者
の
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
が
多
く
将
来
に
わ
た
っ

て
よ
り
便
利
な
移
動
手
段
と

し
て
検
討
を
進
め
て
き
た
地

域
公
共
交
通
確
保
事
業
だ
が
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３月定例議会
一般質問
田中　貞己議員 と

な
り
、
今
年
の
よ
う
に
雪

が
降
り
続
け
ば
休
み
が
と
り

に
く
く
な
る
。
人
材
確
保
は

大
き
な
課
題
と
考
え
て
い

る
。
新
た
な
人
員
確
保
を
行

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
迅
速

な
作
業
、
休
み
の
確
保
に
も

つ
な
が
る
。
村
の
除
雪
機
械

は
２
ｔ
、４
ｔ
、７
ｔ
、ド
ー

ザ
ー
、
大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
、

補
助
用
ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ

り
、
車
両
に
よ
り
運
転
免
許

が
異
な
り
、
加
え
て
大
型
特

殊
免
許
、
作
業
資
格
免
許
な

ど
も
必
要
に
な
る
。
免
許
取

得
補
助
に
つ
い
て
は
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
建

設
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
排
雪
の
際
、
ダ
ン
プ
の
借

り
上
げ
は
行
っ
て
い
る
が
、

補
助
体
系
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
要
綱
な
ど
を
制
定
し
て

募
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
除
雪
後
大
き
な
雪
の
塊

が
あ
る
場
合
、
そ
の
あ
と
を

片
付
け
て
い
く
よ
う
な
除
雪

体
系
も
取
っ
て
い
き
た
い
。

今
年
は
記
録
的
な
大

雪
で
村
民
の
み
な
さ

ん
大
変
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

除
雪
班
の
み
な
さ
ん
も
大
変

な
苦
労
を
さ
れ
て
作
業
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
運
転
手
や

助
手
の
人
手
不
足
で
思
う
よ

う
に
除
雪
が
で
き
な
い
休
み

を
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
な

ど
の
話
し
を
聞
い
た
。
事
故

等
が
な
く
て
よ
か
っ
た
が
、

人
材
の
確
保
が
急
務
だ
。
人

材
確
保
を
進
め
る
た
め
、
免

許
・
資
格
取
得
補
助
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
年

の
よ
う
な
大
雪
で
は
雪
を

持
っ
て
い
く
場
所
が
な
い
こ

と
か
ら
、
建
設
業
者
と
の
連

携
も
考
え
て
は
ど
う
か
。
こ

建
設
課
長

今
年
の
大
雪
は
昭
和

58
年
以
降
、
34
年
ぶ
り
の
大

雪
と
な
っ
た
。
１
月
23
日
か

ら
の
雪
は
役
場
で
も
１
ｍ
近

く
の
積
雪
が
あ
り
、
大
雪
の

中
で
の
除
雪
作
業
と
な
っ

た
。
除
雪
に
は
13
名
の
方
に

か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
除
雪
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
た
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
員
が

常
時
従
事
で
き
て
い
な
い
状

況
が
あ
る
。
除
雪
を
始
め
る

時
間
は
早
朝
の
３
時
、４
時
、

さ
ら
に
雪
が
降
っ
て
い
る
場

合
は
午
前
０
時
か
ら
の
作
業

早
急
に
募
集
を
か
け

て
免
許
取
得
を
し
て

い
た
だ
き
、
安
全
運
転
で

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
寝

る
こ
と
も
で
き
ず
、
助
手
も

お
ら
ず
、
１
人
で
運
転
さ
れ

て
い
る
。
や
は
り
、
助
手
は

必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
今
年
は
国
道
の
雪

を
か
く
と
車
庫
入
口
に
60
セ

ン
チ
く
ら
い
の
雪
が
た
ま

る
。
そ
う
い
う
場
合
、
建
設

業
者
、
村
の
ジ
ー
プ
な
ど
で

後
を
か
い
て
い
く
よ
う
な
作

業
が
お
願
い
で
き
な
い
か
。

特
に
高
齢
者
の
と
こ
ろ
な
ど

積
極
的
に
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長

人
員
確
保
に
向
け
た

れ
ら
除
雪
作
業
に
か
か
る
課

題
や
提
案
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

除
雪
を
田
畑
に
す
る

の
は
い
い
が
、
あ
ま

り
に
無
謀
な
除
雪
の
仕
方
、

そ
の
雪
を
取
り
除
く
作
業
に

つ
い
て
も
小
さ
な
バ
ケ
ツ
の

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
何
日
も
か

か
っ
て
行
う
よ
り
、
大
き
な

バ
ケ
ツ
で
ダ
ン
プ
で
運
ぶ
な

ど
建
設
事
業
者
と
連
携
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

重
機
に
よ
る
除
雪
も
協
力
要

請
し
て
い
き
た
い
。
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３２６，６６８ ３１４，２２０ ４．０ %

２４４，３４９ ２２２，５３６ ９．８ ％
国民健康保険事業 ２３，５２７ ２２，７９９ ３．２ ％
国保施設(直診)事業 ６，２７１ ６，６３４ ▲５．５ %
後期高齢者医療事業 １，９９４ ２，２９１ ▲１３．０ ％
介 護 保 険 事 業 ２４，５０９ ２３，１８０ ５．７ ％
介護サービス事業 １，６００ １，４０４ １４．０ ％

５７，９０１ ５６，３０８ ２．８ ％
簡 易 水 道 事 業 ７，３７９ １４，２９４ ▲４８．４ ％
農業集落排水事業 ７，７０４ １１，３４８ ▲３２．１ ％
森 林 管 理 事 業 ９，３３５ ９，７３４ ▲４．１ ％

２４，４１８ ３５，３７６ ▲３１．０ %

うち

１，６５０　千円 ４，１３５　千円

農業振興などに ７５　千円 １８８　千円
林業振興などに １６０　千円 ４０２　千円
道路整備・管理・除雪などに ７１　千円 １７８　千円
観光振興などに １３９　千円 ３４８　千円
高齢者福祉・児童福祉などに ２８４　千円 ７１４　千円
保健・医療対策などに ４０　千円 １００　千円
学校教育などに ７３　千円 １８３　千円
生涯学習・図書館などに ３３　千円 ８２　千円
議会に ３１　千円 ７６　千円
住宅管理などに ２　千円 ５　千円
過疎対策などに １２８　千円 ３２０　千円
選挙・戸籍事務・自治振興などに １３１　千円 ３２９　千円
積立（貯金）に ４３　千円 １０８　千円
借入金の返済に １７９　千円 ４４９　千円
消防・防災対策に ７１　千円 １７８　千円
環境保全・新エネルギーなどに １７６　千円 ４４１　千円
その他 １４　千円 ３４　千円
（平成 29年 2月末現在人口 ： 1,483 人 ( 外国人含む）    世帯数 ：591 世帯）
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平成２９年度 平成２８年度 増減額 比率
歳　出　総　額 ２４４，３４９ ２２２，５３６ ２１，８１３ １００

 普通建設事業費

　　　（道路などの事業費）
５９，０９３ ４８，２７９ １０，８１４ ２４．２

 物件費（消耗品や委託料など） ５６，４０２ ４９，１９６ ７，２０６ ２３．１

 公債費（借入金の返済） ２６，５２０ ２６，８３８ ▲３１８ １０．９

 人件費（議員報酬、職員給与など） ３１，５４７ ３２，４３６ ▲８８９ １２．９

 補助費等（助成金など） ２５，２９２ ２１，７１６ ３，５７６ １０．４

 繰出金（他の会計への繰り出し） ２１，３５２ １７，３２２ ４，０３０ ８．７

 扶助費（福祉、医療、給付金など） １１，５６９ １１，４６８ １０１ ４．７

 積立金（基金への積立金） ６，３５１ １１，０９６ ▲４，７４５ ２．６

 維持補修費（施設等の修繕費など） ４，２２３ ２，１８５ ２，０３８ １．７

 予備費 ２，０００ ２，０００ ０ ０．８

平成２９年度 平成２８年度 増減額 比率
　歳　入　総　額 ２４４，３４９ ２２２，５３６ ２１，８１３ １００

自
主
財
源

村税 １４，３４４ １３，６３３ ７１１ ５．９

その他自主財源
（使用料、繰入金、諸収入など）

４１，１７９ ３２，６９５ ８，４８４ １６．８

依
存
財
源

村債（借入金） ３９，０４０ ３４，０１０ ５，０３０ １６

地方譲与税・交付金など ４，５４１ ４，０８４ ４５７ １．９

地方交付税 １１１，９４２ １０８，００５ ３，９３７ ４５．８

国庫支出金 １９，３７０ １２，９２３ ６，４４７ ７．９

県支出金 １３，９３３ １７，１８６ ▲３，２５３ ５．７

平成28年度末

現　在　高

A

平成２９年度

積立額

B

取崩額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C
財政調整基金 ３１５ １ ２４ ２９２

減 債 基 金 ４２３ ３３ ー ４５６

その他目的基金 ６８９ ２９ － ７１８
合　計 １，４２７ ６３ ２４ １，４６６

平成28年度末

現　在　高

A

平成２９年度

発行額

B

償還額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C

地 方 債 合 計
（うち臨時財政対策債）

２，０３４

（４６２）

５７７

（３５）

２５９

（４６）

２，３５２

（４５１）

平成２９年度 平成２８年度 増減額 構成比
歳　出　総　額 ２４４，３４９ ２２２，５３６ ２１，８１３ １００

 農林水産業費 ３４，８９５ ２２，４８１ １２，４１４ １４．３

 民生費 ３５，０６９ ３５，５１６ ▲４４７ １４．４

 公債費 ２６，５２０ ２６，８３８ ▲３１８ １０．９

 総務費 ５０，４９０ ６１，４５５ ▲１０，９６５ ２０．７

 土木費 １２，１５８ １７，０２３ ▲４，８６５ ５．０

 教育費 １５，６６３ １６，８８８ ▲１，２２５ ６．４

 商工費 ２０，５７７ ９，０１１ １１，５６６ ８．４

 衛生費 ３１，９２１ ２１，７３８ １０，１８３ １３．１

 議会費 ４，５１７ ４，４９９ １８ １．８

 消防費 １０，５３９ ５，０８７ ５，４５２ ４．３

 予備費 ２，０００ ２，０００ ０ ０．８
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子
ど
も
館
、
あ
わ
く
ら
会
館
、
庁
舎

な
ど
の
整
備
を
行
う
「
基
幹
施
設
整
備

事
業
」
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
動
し

ま
す
。
今
年
度
は
「
子
育
て
支
援
の
場

建
設
事
業
」
を
行
い
、
保
育
園
、
つ
ど

い
の
広
場
、園
庭
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
実
施
に
伴
い
、
役
場
周
辺
の
駐

役場

ゴミステーションゴミステーション

EV急速充電器EV急速充電器

より
みち

旧子ども館　
建設工事現場

来客者駐車場予定箇所

※配置は、平成 29 年 3月時点の予定です。今後の設計や工事の進捗により変更する場合があります。

車
場
利
用
に
変
更
が
生
じ
た
り
、
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器
の

場
所
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴミステーション

よりみちの南側に移転。

ＥＶ充電器

役場出納室前、電話ボックス横に移転。
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○総合健診

　５月２５日（木）　２６日（金）　２８日（日）　２９日（月）
　　基本健診 ･･･ ３０歳以上　　　　　　　がん検診 ･･･ ３０歳以上　
　　*ただし、基本健診のうち４０～７４歳の方は国保加入者のみ　　
　　*がん検診 ･･･ 胃、大腸、肺、前立腺、肝炎

○歯科検診
　５月２８日（日）　　３０歳以上

○婦人科検診
　５月２９日（月）　　３０日（火）
　　乳がん検診、骨密度測定 ･･･ ３０才以上　　子宮頸がん検診 ･･･ ２０歳以上

○場所：いきいきふれあいセンター　　○広報５月号に詳細を掲載します。

　命を守るために、病気をみつけ治す。身体の変化に気づき生活を整える。
そのための村の健診が今年も始まります。

　３月の希望調査票に未記入の方、
今すぐお申込みください！
○お申込み　保健福祉課　279-7100 まで

　ご家族の進学、就労や病気などで家族の方が一定期間不在になる場合を対象とし、申請をし
ていただくことで使用料金の減免をいたします。

【減額】
子どもが高校・大学等へ進学のため、村外へ生活を移すとき 

→申請をしていただくことで、下水道使用料から村外で生活される方の人数割額 (420 円 / 人 ) を減額いた
します。
※夏休み等の長期休暇を考慮し、申請日から 2ヶ月分は減額されません。
学生であることを証する資料（学生証など）の写しが必要です。

該当の方は、建設課 Tel  279-2111 までご相談ください。

【免除】
ご家族が入院や就労のため、村外へ生活を移すとき

→申請をしていただくことで、下水道使用料から村外で生活される方の人数割
額 (420 円 / 人 ) を免除致します。
※居住実態把握のため、毎年度末に更新が必要です。
※退院された方は、早急に建設課へご連絡をお願いします。
※施設への入所の方も対象となります。
　住民票を併せて異動される場合は、自動的に減額されるので申請は不要です。
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　平成 29年 4月 1日付けで、総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。
任期は 2年です。
　行政相談は、公正・中立の立場から、行政に関する苦情、意見、要望を受け付け、
解決・実現を促進するとともに、行政の制度・運営の改善にいかしていきます。
　また、行政相談委員は、行政評価事務所を通して総務大臣に対し、日常の相談
業務を通じて得られた行政運営の改善に関する意見を述べることができます。

平成 29年度　行政相談・総合相談日程表    場所：いきいきふれあいセンター
開催日 時間 開催名 相談員

H29年   5 月 12 日 午後 1時 00分～ 4時 00分 行政相談 行政相談委員

6月   2 日 午後 1時 00分～ 4時 00分 総合相談 行政相談委員・人権擁護委員・民生委員

9月   8 日 午後 1時 00分～ 4時 00分 総合相談 行政相談委員・人権擁護委員・民生委員

10月 20日 午後 1時 00分～ 4時 00分 行政相談 行政相談委員

12月   1 日 午後 1時 00分～ 4時 00分 総合相談 行政相談委員・人権擁護委員・民生委員

H30年   3 月   2 日 午後 1時 00分～ 4時 00分 総合相談 行政相談員・人権擁護委員・民生委員

　西粟倉村は成長が見込まれる新事業の創出を促進することを目的とし、地方創生推進交付金を活用した
下記事業の公募を開始します。

○対象
　村内に主たる事業所があり、申請時よりさらに売
上を 5000 万円又は雇用を 5人以上増加させ、村
の経済に波及効果を及ぼすことを通じ村内総生産の
向上若しくは雇用環境の改善に貢献するという明確
な意思とビジョンを持っていること。

○内容　
　研究開発事業の対象事業所へ研究開発業務を委託
する。

○申請方法
　申請フォーマットを事務局に提出。

○審査
　外部専門家チームにより審査を行う。

○問合せ先
西粟倉村役場産業観光課　0868-79-2111
西粟倉ローカルベンチャー推進協議会事務局
　　　　　　　　エーゼロ（株）　0868-75-3058

○スケジュール
事業説明会　　　　4月 17日（月）　19時～
　　　　　　　　　（旧影石小学校にて開催）
応募締切　　　　　5月 17日（水）
審査会　　　　　　5月 24日（水）
事業開始　　　　　7月予定

※詳細についてはお問い合わせいただくか、事業説
明会へご参加下さい。
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　｢農業委員会等に関する法律｣ の改正により、農業委員会の委員（以下 ｢農業委員｣ といいます。）を公募
することが定められました。
　西粟倉村では、以下のとおり、平成２９年７月から農業委員になっていただく方を募集します。

１　募集人数　　１２人
２　任　　期　　平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで（３年間）
３　身　　分　　西粟倉村の特別職の非常勤職員
４　職務内容
　　（１）農地の権利移動や転用に係る許認可業務
　　（２）農地等の利用の最適化の推進に係る農業委員会の意志決定及び現地調査等
　　（３）農業一般に関する調査及び情報の提供に関する業務
　　　　上記の業務に関し、概ね月１回程度の農業委員会等の会議や現地調査を行います。
５　委員の報酬
　　月額　１４，０００円
　　　（農業委員会会長に就任した場合、月額　１６，０００円）
６　推薦を受ける者又は応募する者の資格
　　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に属す
　る事項に関し、その職務を適切に行うことができる方。ただし、次のいずれかに該当する方は除きます。
　　（１）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　　（２）禁固以上の刑に処さられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
７　推薦及び応募に係る手続等　　西粟倉村役場　産業観光課にて行います。
８　推薦及び応募に係る書類の提出先　　西粟倉村役場　産業観光課
９　受付期間
　　平成２９年４月１０日（月）から平成２９年５月１２日（金）まで（必着）
　　持参される場合は、役場開庁日の午前８時３０分から午後５時１５分までに提出してください。
１０　選考方法
　　西粟倉村農業委員会委員選考委員会を設置し、提出された書類をもとに選考を行います。

西粟倉村役場　産業観光課内　農業委員会事務局
電話：279-2111

○対　　象：国・県の補助事業対象にならない小規模なもの
　　　　　　電柵、ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ、金網など
　　　　　　平成 29年 4月 1日以降設置の物
　　　　　　村の補助金を利用し 5年が過ぎた物
○補助内容：総資材費の 80%（上限 30,000 円）
○申請方法：西粟倉村役場産業観光課で申請用紙を受け取り、必要事項を
　　　　　　記入し、設置位置図、見積書を添付の上、提出して下さい。
○問合せ先：西粟倉村役場　産業観光課　電話：279-2111
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村
民
の
み
な
さ
ん
に
〝
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
〞
を
伝
え
る

連
載
「
村
民
の
あ
し
た
」。
前
回
は
、
山
田
哲
也
さ
ん
と
貴
美

さ
ん
、
フ
レ
ル
の
お
二
人
を
取
材
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
村
内

で
油
屋
さ
ん
を
は
じ
め
た
、
大
林
由
佳
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

す
。
西
粟
倉
・
森
の
学
校
に
就
職
す
る
と
同
時
に
西
粟
倉
に
移

住
し
た
大
林
さ
ん
。
独
立
し
、
油
屋
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
経
緯

や
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

村民の “知らない ” が “ 知ってる ” に変わる連載！村民の “知らない ” が “ 知ってる ” に変わる連載！

〈第４回〉

ablabo.

ロ
の
種
が
あ
っ
て
、
き
ち
ん
と
油
を
搾
ろ

う
と
思
う
と
200
グ
ラ
ム
か
そ
れ
く
ら
い
し

か
油
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。
農
家
さ
ん
が

１
キ
ロ
の
種
を
採
る
の
っ
て
す
ご
く
手
間

が
か
か
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
手
間
が
わ

か
っ
て
い
る
の
に
、
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
た

ら
１
リ
ッ
ト
ル
198
円
で
売
ら
れ
て
い
て
。

　

植
物
の
種
っ
て
、
そ
れ
ひ
と
つ
で
命
な

の
で
。
そ
れ
を
い
た
だ
く
油
搾
り
と
い
う

仕
事
は
、
そ
れ
を
食
べ
る
人
に
対
し
て
も
、

そ
れ
を
与
え
て
く
れ
る
植
物
に
対
し
て

も
、
も
っ
と
尊
敬
の
念
を
き
ち
ん
と
持
っ

て
挑
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
嘘
は
つ
き
た
く
な
い

し
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
も
安
全
で
、
で

も
安
全
だ
か
ら
と
い
っ
て
薬
み
た
い
に
食

べ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
お
い
し
く
食
べ
て

ほ
し
い
。
そ
こ
は
ぶ
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
と

こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

‐
西
粟
倉
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教

‐
大
林
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

と
て
も
単
純
で
、
植
物
の
種
か
ら
油
を

搾
っ
て
、
食
用
油
と
し
て
販
売
す
る
こ
と

を
仕
事
に
し
て
い
ま
す
。

‐
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
想
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
安
全
・
お
い
し
い
・
嘘
つ
か
な
い
」

が
一
番
大
事
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

油
の
世
界
っ
て
す
ご
く
複
雑
な
ん
で

す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
た
っ
て
何
も
わ
か

ら
な
い
し
、
圧
搾
製
法
と
書
い
て
あ
っ
て

も
薬
を
つ
か
っ
て
い
た
り
す
る
し
。
１
キ
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え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
時
代
、
西
粟
倉
・
森
の
学
校
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
募
集
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
み
て
、
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
て
応
募
し

ま
し
た
。
当
時
は
大
阪
の
大
学
に
通
っ
て

い
た
の
で
、
大
阪
で
木
の
営
業
等
を
中
心

に
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
と

同
時
に
就
職
し
、
移
住
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
１
年
は
カ
フ
ェ
事
業
を
担
当

し
た
ん
で
す
が
、
あ
え
な
く
挫
折
し
ま
し

た
。
す
ご
く
難
し
か
っ
た
で
す
。
カ
フ
ェ

を
畳
ん
で
か
ら
は
、
森
の
学
校
内
で
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
担
当
を
し
て
い
て
、

社
内
で
普
通
に
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

‐
そ
こ
か
ら
油
屋
さ
ん
に
な
る
ま
で
に

は
ど
う
い
う
経
緯
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

　

カ
フ
ェ
を
畳
ん
だ
後
、
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
な
が
ら
、
友
人
と

小
豆
島
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ

で
、
す
ご
く
お
い
し
い
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

も
と
も
と
、
食
に
関
わ
る
こ
と
で
自
分

の
仕
事
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
カ
フ
ェ
が
失
敗
に
終

わ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
か
な
？　

と

考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
に
出
会
っ
て
、
改
め
て
食
べ
物
っ

て
面
白
い
と
思
い
直
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
油
が
気
に
な
り
始
め
て
。

‐
実
際
に
油
屋
に
な
る
と
い
う
の
は
思

い
切
り
が
す
ご
い
で
す
ね
。

　

い
い
油
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
高
く
て
。
欲

し
い
油
を
買
う
ん
で
す
け
ど
、
財
布
は
苦

し
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な

時
、
津
山
で
油
を
搾
り
続
け
て
い
る
90

歳
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
み
た
い
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
い
る
か
ら
会
っ
て
き
な
よ
と
言
わ
れ

て
、
会
い
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
、
後
継
ぎ
が
居
な
い
ん
だ
と

い
う
話
を
し
て
い
て
、
よ
く
分
か
ら
な
い

け
ど
私
が
弟
子
に
な
り
ま
す
と
言
っ
て
。

　

そ
の
時
も
、
い
い
油
が
欲
し
い
ん
だ
け

ど
、
な
か
な
か
無
い
ん
だ
な
と
い
う
こ
と

を
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ

も
、
そ
れ
な
り
に
お
い
し
い
ん
だ
け
ど
、

本
当
に
い
い
油
っ
て
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
て
。
自
分
が
良
い
と
思
え
る
油

が
少
な
い
の
な
ら
、
自
分
で
つ
く
っ
て
し

ま
え
と
。

　

弟
子
入
り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
森
の
学

校
を
退
職
し
、
３
〜
４
か
月
の
間
師
匠
の

も
と
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
西
粟
倉
に

工
場
を
構
え
た
と
い
う
流
れ
で
す
。

‐
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
大

変
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

と
に
か
く
売
る
の
が
難
し
い
。
イ
ベ
ン

ト
に
行
っ
た
り
、
直
接
お
客
さ
ん
と
お
話

し
し
て
、
油
っ
て
こ
う
い
う
も
の
で
、
こ

の
値
段
に
は
こ
う
い
う
理
由
が
あ
る
ん
で

す
と
い
う
話
を
す
れ
ば
売
れ
る
ん
で
す

が
、
逆
に
言
う
と
、
そ
れ
を
し
な
い
と
売

れ
な
い
ん
で
す
。
置
い
て
い
て
売
れ
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
は
す
ご
く
苦
労

し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
大
変
だ
っ
た
の
は
原
材
料
集

め
で
す
。
搾
油
機
を
導
入
し
た
の
は
い
い

ん
で
す
け
ど
、
種
を
入
れ
る
算
段
が
無
く

て
。
搾
油
委
託
と
い
っ
て
、
農
家
さ
ん
が

自
分
の
と
こ
ろ
で
つ
く
っ
た
種
を
持
っ
て

き
て
も
ら
っ
た
ら
、
油
に
し
ま
す
よ
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

エ
ゴ
マ
ブ
ー
ム
が
来
た
の
で
、
エ
ゴ
マ
を

ち
ょ
び
っ
と
つ
く
っ
た
と
い
う
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
少
し
ず
つ
機
械

も
動
か
し
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
美
咲
町
の
方
で

種
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
い
う
農
家
さ
ん
を

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
契
約
栽
培
の

よ
う
な
形
で
お
願
い
を
し
て
、
何
と
か
種

を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

‐
こ
れ
か
ら
し
た
い
こ
と
や
、
協
力
し

て
欲
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

量
り
売
り
な
ど
を
で
き
る
場
所
に
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
冷
や
か
し
で

も
い
い
の
で
来
て
下
さ
っ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。
昔
は
油
屋
さ
ん
が
量
り
売
り
を
し

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
と
は
別
に
、

共
同
精
米
所
と
同
じ
で
共
同
搾
油
所
み

た
い
な
場
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
皆
さ
ん

お
米
の
裏
作
で
菜
種
を
つ
く
ら
れ
て
、
菜

種
を
持
ち
込
ん
で
み
ん
な
で
油
を
搾
る
と

い
う
こ
と
を
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
搾
る
の
は
う
ち
で
で
き
る
の
で
、
村

の
方
も
自
家
用
の
種
を
つ
く
っ
て
、
う
ち

で
搾
っ
て
、
自
分
と
こ
の
油
は
自
分
と
こ

で
栽
培
し
た
っ
て
い
う
形
に
な
っ
た
ら
ス

テ
キ
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ablabo.
〒 707-0504
西粟倉村大字長尾 1435-2
（旧農産加工所）
Tel. 090-6825-3724
Mail. contact@ablabo.org
Web. http://ablabo.org/
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　３月１７日（金）に第５４回卒園式を幼稚園で行いました。１７人
の元気いっぱいの子ども達が、幼稚園を巣立っていきました。卒園式
の数日前には、くま組が計画・準備をしたお別れ会も行いました。ぞ

くま組・司会に初挑戦！くま組・司会に初挑戦！

ゲーム・小学校バスケットゲーム・小学校バスケット
をしました！をしました！

プレゼントを渡したよ♪

質問に答えてくれたよ質問に答えてくれたよ
＊ランドセルの色は？＊ランドセルの色は？
＊小学校へ行って、＊小学校へ行って、
　　　頑張りたいことは？　　　頑張りたいことは？
＊どんな鉛筆を買った？＊どんな鉛筆を買った？
　　　　　・・・ｅｔｃ・・・　　　　　・・・ｅｔｃ・・・

う組に質問をしたり、みんなでゲームをしたりと楽しい時間を過ごしました。
　小学校で頑張りたいことを一人ひとりがしっかりもっていて、入学する事を楽しみにしています。１７人
が個性を光らせながら、力を発揮して欲しいです☆

お別れ会
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　３月 3日に６年生を送る会を行いました。お世話になった６年
生に卒業のお祝いの気持ちを込めて、各学年から出し物をしたり、
プレゼントを渡したりしました。

１年生「おせわになりました！」
６年生「いえいえ，どういたしまして！」

６年生は笑ってはいけません！
３年生のお笑い攻撃に耐えて！

かわいい合奏「アイアイ」

２年生

６年生の顔のお面がステキ☆

「６年間の思い出」の寸劇

６年生に贈る漢字１文字 ６年生

アーチの花道

サプライズくす玉

５年生

1年生

４年生

３年生

６年生を送る会

インタビュー

お
め
で
と
う
！上手く割れました
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　（前略）三年間を振り返ると私たちは多くの方々に支えられていたことに気
が付きました。地域の方々は登下校の時見守ってくださいました。挨拶を交わ
す度に嬉しさを感じました。先生方は学校生活の中で私たちを手助けしてくだ
さいました。私はよくわからない問題を質問しに行ったことを覚えています。
難しい問題を先生と一緒に考えたのはとても楽しかったです。そして、お父さ
ん、お母さんはどんな時も私たちのことを考え、支えてくださいました。身の
まわりのことをしてくれることがどれだけ大変で、大切なことなのか、私が気
づいたのは最近のことです。一生懸命勉強や部活に取り組むことができたのは
環境を整えてくれた両親のおかげだと思っています。（中略）また、在校生の
みなさん、今までついてきてくれてありがとうございました。委員会や行事な
どを通して一緒に過ごした時間を思い出すと名残惜しいです。私たちがいなく
なっても、西粟倉中学校の良き伝統を守り、生徒会を中心により良い学校をつ
くるための楽しい活動をしてくれることを願っています。私たちは西粟倉村と
いう暖かい地域で育ったことを誇りに思っています。そして、この最高の仲間
たちと共につくった思い出を胸にそれぞれの夢に向かって一歩一歩進んでいき
ます。（後略）

卒業生答辞卒業生答辞

卒業おめでとう !!卒業おめでとう !!

3 月 14 日 ( 火 ) に無事 13名が
卒業式を迎えました。一人一人
が堂々とした態度で卒業証書を
受け取り、それぞれの進路に向
かって一歩を踏み出しました。



17 広報にしあわくら　４月号

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

一般書
・『騎士団長殺し第１部　第２部』        　　   村上春樹／著
・『チア★ダン』                                       　   円山夢久／著
児童書  　　
・『スタジオジブリの食べものがいっぱい』　　スタジオジブリ／監
・『つばめこうくう』　　　           もとやすけいじ／作・絵

☆問い合わせ先☆

★４月２３日は『子ども読書の日』★

　子どもの読書の日にあわせて、４月
２３日から１ヶ月間子どもたちに読ん
で欲しい本の展示をおこないます。さ
らに、子ども限定で、この期間中に本
の貸し出しをすると抽選で４名様にス
テキなプレゼントがあたる企画もおこ
なっています。

↑「平成２９年度ぽんぽこ園入所式」（H29.3.27）

「平成２９年度げんきっこクラブ」　
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３月講座３月講座「修了式」「修了式」

あわくら大学４月講座
「入学式・始業式」
日時：4月 21日（金）
　　　　午前 10時～
場所：あわくら会館
　　　　　　大ホール

　平成２８年度あわくら大学修了式を行いました。
本科・研究科・博士課程の各科を修了し、進級され
る８名に修了証書が授与されました。また、皆勤賞
７名と精勤賞１４名の授与がありました。
　式の中では１年間の活動を映像で振り返り、皆さ
ん充実した笑顔が溢れる学業生活となりました。 充実した笑顔の授与式となりました充実した笑顔の授与式となりました

○新入生募集○新入生募集
　平成２９年度も充実した活動を一緒に行う新入生
を募集します。満６５歳以上の方ならどなたでも入
学できます。入学を希望される方は４月１２日 ( 水 )
までに教育委員会へお申し込み下さい。
　　　　　　教育委員会　電話：２７９－２２１６

～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

　西粟倉小学校５年生は１年間、総合学習の授業で「ふるさと元気学習」をおこないました。１学期は西粟
倉村の人工林について学び、２学期は木に関わる仕事で西粟倉を元気にしてくれている人へインタビューや
様々な体験をさせていただきました。
　その中で児童たちが話し合い、「村出身ではないのに村を元気にしようとしてくれている人を探し、生き

小学校５年生小学校５年生　ふるさと元気アワード』②　ふるさと元気アワード』②

方を学び、応援しよう！」をテーマに１年間の学習の中で出会った方の中から、
「ふるさと元気アワード」を選び、表彰することでその人たちを応援すること
にしました。
　３学期は対話形式の授業を行い、児童たちが話し合いながら誰を表彰し、そ
の人の何を表彰するかを考えました。そして「夢に向かって努力を続けている
渡辺陽子さん」と「第２のふるさとの西粟倉村で挑戦する勇気を持った横江さ
ん夫妻」を表彰することに決まりました。

「第２のふるさとで挑戦している姿に
　　　　　　　　　元気をもらいました。」

　授賞式では横江さん夫妻と渡辺さんを前に１年間の学
習発表を行い、一人一人が学習の中で感じたことを皆さ
んに直接、自分たちの声で伝えることができました。

●ふるさと元気アワード受賞者
　　・横江孝雄さん（木の里工房木薫）
　　・横江優子さん（役場産業観光課）
　　・渡辺陽子さん（木工房ようび）

○修了式（３月１６日）○修了式（３月１６日）
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　今年度から、運動を考える会を発足し、

第２回第２回
スポーツ塾スポーツ塾
村民の方が、健康作りのためにしたい運動や好きな運動を始めて、
続けるにはどうしたら良いかと考える機会を持ちました。その中で、
運動をする機会が無いという意見が出たため、その機会作りと言う
ことでスポーツ塾ができました。
　平成 29年 2月 22 日（水）に第２回目として、卓球体験を行い
ました。
　はじめに、準備体操を行いました。
　その後、素振りを行い、全員で打つ練習を行いました。はじめ、
参加者の方は、ラケットに当てることが難しそうでしたが、慣れて
くるとだんだん当てられるようになり、台にも入るようになってい
ました。ラリーが 50回続いた人もいました。
　参加者の方から「初めてやったけど楽しい」「またやりたい」な
どの感想が出ました。
　平成 29年度も様々なスポーツを紹介していきますので、皆さま
ぜひご参加ください。

　4月 6日（木）から４月 15日（土）までの 10日間、「平成 29年春の交通安全県民運動」が県下一斉に
展開されます。また、４月 10日（月）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。ドライバーの方はもちろん、
村民すべての方々が、交通事故を起こさない、また交通事故に遭わないよう安全な行動を心掛けましょう。

◆子どもは身近な大人の行動を見て、それをまねすることで、いろいろなことを学んでいきます。交通ルー
　ルも同じです。子どもの安全のためにも、まず大人が交通ルールを正しく理解し、安全な行動を実践して、
　手本を示しましょう。
◆高齢者のみなさんは、年齢とともに身体の様々な機能が衰えてくるため、自分が気づかないうちに、運転
　技能などが低下していることがあります。ドライバーの方は、ぜひ運転適性検査を受けてみてください。
　そして自分の身体機能の変化をもっとよく知り、無理のない運転を心がけましょう。
◆夜間の事故が多発しています。高齢者のみなさん、夕方・夜間に外出するときは、明るい色の服を着て、
　夜光タスキなどの反射材用品やＬＥＤライトを必ず身につけましょう。
◆四輪車乗車中の交通事故死者のうち、４割の人がシートベルト非着用で、そのうちのほとんどは、着用し
　ていたら助かったと思われます。全座席でシートベルト着用が義務化されています。車に乗ったら、運転
　席や助手席は当然のこと、後部座席でもシートベルトを必ず着用しましょう。

【最重点目標】　　子どもと高齢者の交通事故防止
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　１６００きずなの会による “ 認知症サポーター養成講座 ” を、あわくらグリーンリゾートの職員を対象に
3月 7日に行いました。今回の講座は、認知症の方を支える肝 ( きも ) についての講話、望ましい対応につ
いて映像で感じてもらいました。グループワークでは、職場で気づいたこと、対応したこと、認知症の人が
いたらどう対応できるかについて各グループで話し合いました。トイレの場所がわからない方の対応は、ト
イレまで誘導されたり、下駄箱の鍵をなくされる方の対応は、あわてさせないで優しく声かけをするように、
その方のプライドを大切に、まずは見守ることから、日頃から対応されている様子を熱く語られていました。
　最後に参加者へ認知症サポーターの証「オレンジリング」が贈呈されました。

西粟倉村の認知症サポーター数　　677 名
( 平成２９年 3月３１日現在 )

オレンジリングをつけて
頑張るぞ～！

岡先生の講演より ( 平成２８年１０月２８日 )
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　H28年 12月～ H29 年 3月の間、計４回教室を実施し、１０名の方が挑戦されました。
ハードな筋トレ ･有酸素運動、食べ方を学び、毎日家庭で実践されています。

小椋由紀子さん（別府）
【成果】腹囲減少（開始４ヶ月）
【効果のあったこと】姿勢が良くなった！
【日々実践していること】
元々毎日８０００歩歩いていたことをさらに意識！
　以前は「少ししんどい」、今は「平気！」
　買い物時は店から遠い位置に駐車して歩く
間食を減らす
　カロリーを必ず見る
噛む回数を意識
【抱負】「歩く」と「間食を減らす」を継続する
　今の習慣を継続して、健診結果の数値を改善して
いきたいです。

青木晴子さん（別府）
【成果】筋肉量アップ（開始４ヶ月）
【効果のあったこと】膝の痛みがなくなった！
【日々実践していること】
こまめに動く
　職場内での移動は早足、まめに動く
　近い目的地までは徒歩
　気づいたときに、身体をねじる運動
食事に気をつける
　減塩や野菜・魚・豆・肉をしっかり摂るよう意識
【抱負】「こまめに動く」と「バランスの良い食事」
　を意識し継続する
　さらなる筋肉量アップを目指します。

現在子育て中のお父さんお母さん、これから子育てしたい方、
子育てを支えたい方へ、仲間づくりや子育てに関する学習の機
会を提供する事業です。

○問合わせ先
西粟倉村役場　保健福祉課まで
　　　電話　２７９－７１００

　平成 29年 3月 5日（日）にあわくら会館大ホールにて、
西粟倉村ファミリーカレッジ事業 「タニタの健康セミナー」を
実施しました。
　タニタの管理栄養士である金先生に来ていただき、
健康づくりについてや健康になるための具体的な調理のコツ、
実際に効果があった話などを教えていただきました。

3 食バランスよく食べて
しっかり噛むことも健康への第一歩！
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必ず受けよう！
　狂犬病は人畜伝染病のひとつで、日本国内では近年発生が確認されていませんが、他の多くの国々では現
在でも発生しています。人や犬が感染発症した場合、ほぼ 100％死亡する極めて恐ろしい病気です。あな
たの愛犬がいつ感染し、誰に危害を加えるかわかりません。
　平成 29年度は下記の日程で集団狂犬病予防注射を行いますので、必ず注射を受けさせましょう。

【日時及び会場】
①　平成 29年 4月 19 日（水）

大茅公民館　　　 9:30 ～ 9:40

坂根公民館　　　 9:50 ～ 10:00

あわくら温泉駅　10:10 ～ 10:20

塩谷公民館　　　10:30 ～ 10:40

よりみち前駐車場　10:50 ～ 11:00

引谷公民館　　　　11:10 ～ 11:20

中土居公民館　　　11:30 ～ 11:40

筏津公民館　　　　11:50 ～ 12:00

②　平成 29年 5月 28 日（日）
よりみち前駐車場　8:30 ～ 9:30

【注射等に必要な料金】
①　注射のみの場合　　　　　　　  3,050円（注射済票交付手数料を含む）料金変更になりました
②　登録料（新規登録の犬のみ）　　3,000 円
③　注射済票交付手数料　　　　　 　550 円
　

【狂犬病予防注射を受けられましたら…】
①　集団注射会場で受けられた方
　　会場で注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪につけてください。
②　動物病院等で個別に受けられた方
　　保健福祉課窓口にお越しいただき、注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪に
　つけてください。
　　手続きに必要なもの：動物病院等で発行された狂犬病予防注射済証及び注射済票交付手数料

犬の飼い主には・・・

　①飼い犬の登録をすること

　②飼い犬に年 1回の狂犬病予防注射を受けさせること

　③犬の鑑札と注射済票を飼い犬に装着すること　　　　が法律により義務付けられています。
■飼い犬の登録は済んでいますか？

　　飼い犬を登録する目的は、犬の飼い主を明確にすることです。これにより、どこに犬が飼育されているかを把

　握することができ、狂犬病が発生した場合にその地域において迅速かつ的確に対応することができます。

　　生後 91日以上で登録手続きがまだ済んでいない犬の飼い主の方は、いきいきふれあいセンターにて、登録手

　続きをしていただく必要があります。引っ越しした場合や亡くなった場合にも届け出が必要です。

■ペットも大切な家族です

　　一度飼い始めたペットには愛情を持って接し、家族の一員として寿命をまっとうするまで飼い続けることが、

　飼い主としての責任です。繁殖を望まないならば避妊去勢手術を受けさせ、不幸な動物を増やさないようにしま

　しょう。また、手術に対する助成制度もあります。条件は次ページの通り。
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ね んきんおしえて

　平成２９年４月より、口座振替に加えて、現金・クレジットカード納付についても、割引額の大きな
２年前納をご利用いただけるようになりました。
○　現金（納付書）による前納
　任意の月から翌年度末までの前納が可能になりました。
　（最大で４月分から翌々年３月分までの２年分の前納が可能になりました）
○　クレジットカードによる前納
　新たに２年前納が可能になりました。
　現在の口座振替と同じく、４月分から翌々年３月分までの保険料を４月末に納付いただけます。

　☆詳しくは、津山年金事務所（TEL：0868-31-2360）までお問い合わせください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50円割引される早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

■ご近所への迷惑にならないように飼ってください

　　ペットの放し飼い、鳴き声やフンなどでご近所に迷惑をかけていませんか？「清潔な環境」「しつけと適度な

　運動」「散歩中のフンの片づけ」を心がけましょう。

　　あなたのペットをトラブルの原因にしないようにしてください。

■もしも飼うことができなくなったら？

　　やむを得ない事情でペットを飼い続けることができなくなったら、新しい飼い主をみつけるよう努力してください。

　　かわいそうだからと山野に放すと、無残な死を迎えるか野生化して人間に危害を及ぼすこともあります。また、

　動物の種類によっては生態系に影響を及ぼすこともあります。

　　ご不明な点は、岡山県動物愛護センター（TEL.086-724-9512）にご相談ください。

　　岡山県動物愛護センターＨＰ　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/191/

①飼い主の住所が岡山県内にあること。
②（公財）岡山県動物愛護財団の「ふれあい動物友の会」に入会（有料）していること。
③犬の場合、狂犬病予防法に定める登録を行っており、且つ申請する年度の狂犬病予防注射済票の交付を市町
　村で受けていること。
④岡山県内の動物病院で手術を受けていること。
⑤飼い犬、飼い猫に限る。
　助成額は・・・メス　5,000 円　オス　3,000 円
　問合せ先　（公財）岡山県動物愛護財団　086-724-3288
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        　  事異動（平成２9年 4月 1日）人

広報写真で振り返る公共施設
　今年度に除却予定の旧健康管理センター（現ぽん
ぽこ園等）。建設から現在に至るまで、さまざまな
形で活用されてきました。
　「広報にしあわくら　昭和 48 年国民健康保険特
別号」には、国保診療所改築の様子が記録されてい
ます。この建物は、健康管理センター（診療所・保
健センター）建設後は医師住宅となり、昨年度まで
は空き家賃貸住宅として活用されていました。

〈写真左：広報昭和 48 年 2月 1日特別号。写真右：現在の医師住宅の姿〉

現在の公共施設については、裏表紙にも写真を掲載しています。是非ご覧ください。
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●あわくら温泉●あわくら温泉

日時　平成２９年５月２１日 ( 日 )　雨天決行
　　　午前９時～午後３時
場所　あわくら旬の里
申込期限　平成２９年４月２８日 ( 金 ) 午後３時
お問い合わせ先及び申込書配布
　( 株 ) あわくらグリーンリゾート
　事務所　あわくらんど２F
　TEL　０８６８－７９－２３３０　まで

毎日夜 9時まで営業しています。
４月の定休日のお知らせ
　毎月第２火曜日が定休日です。
　定休日は４月１１日（火）です。

※詳しくは
旬の里：0868-79-2882
黄金泉：0868-79-2334
　までお問い合わせください。

４月の定休日につきましては、
あわくら旬の里（0868-79-2882）までお問い合
わせください。

火の取り扱いに注意！

■ 乾燥注意報や強風注意報発令中は、延焼の危険性が高いのであぜ焼きを実施しないで下さい。
■ あぜ焼きを実施する時は、消防署に届出をして下さい。
■ 決して１人で行わず、複数人で実施して下さい。
■ 高齢者のみでの実施は、非常に危険ですので実施しないようにして下さい。
■ あぜ焼き等を行うときは、水バケツ・水道ホース等の消火用具を事前に準備して下さい。
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　社会福祉協議会では、西粟倉村の皆さんが「いきいきと元気で暮らせる地域を目指して」いろいろな事
業に取り組んでいます。配食弁当は、季節の食材を使った手作り弁当で、ひとり暮らしの方と高齢者世帯
の方に週 2回お届けしている “ おかず弁当 ” です。「こんにちは！お弁当です！お変わりありませんか？」
と声をかけながら、安否を確認しています。

スタッフの紹介をします
　（お届けスタッフ） 　（調理スタッフ）
　　延東義太さん　　　延東誠子さん
　　河野美行さん　　　平田むつみさん
　　白畠正宏さん　　　社協　職員
　　神原壽恵さん
　　社協　職員

　よりみちは「誰もが気軽に立ち寄れる中央サロン」です。営業日は、月・火・木・金の 9時～ 16時です。
コーヒーや抹茶などを飲むことができます。個人やグループで楽しくおしゃべりをしたり、おもりの体操や
川柳の会、村内のミニ同窓会などに利用されている方々も多くおられます。時には、診療所の待ち時間や
福祉バスを利用して買い物のついでに立ち寄られる方もおられます。誰でも気軽にご利用できます。

お届けした皆様の “笑顔 ” と “ ありがとう ”に
元気をもらいながら活動をしています。
お届けスタッフも随時募集していますので
お問い合わせ下さい！　お待ちしています。

お弁当を申し込みたい方は‥
　対象者：ひとり暮らしの方（７０歳以上）
　　　　　高齢者世帯の方（７５歳以上）
　内　容：おかずのみ（４００円）
　配達日：毎週　火曜日・金曜日

皆さんお気軽にお立ち寄りください。
尚、よりみちではイベントや教室、
作品などを展示してくださる方も
募集しています。
ご連絡をお待ちしています。

☎　２７５－３０６９

　毎月各地区公民館で地区サロン活動が活発に行われています。このサロン活動も今年で５年目になってい
ます。今では、皆さん自主的に集まって、介護予防教室の勉強や出前講座、囲碁ボールや食事会など楽しく
活動されています。地区サロンの目的は、「閉じこもり防止」「仲間づくり」「健康づくり」「地域への声掛け
の強化」など様々ないいことがあります。どなたでも参加できますので、自分の地区の公民館を覗いてみて
ください！

各地区大人気の囲碁ボール！
チームで得点を競ったり、賞品を
かけて勝負したりしておられま
す。どの地区でも大きな笑いがで
ていてとても楽しくされていま
す。

勉強会を開催しました！
　高血圧・認知症・尿失禁・口腔教室などの勉強会をしました。
勉強した後はみなさん、「やっぱり、みそ汁は塩分を控えんといけんな」
「認知症にならんようにみんなで集まっておしゃべりしような」といっ
た声が出ていました。ある地区では「私はひとり暮らしだからご飯を一
人で食べてもおいしくない。みんなで一緒に食べたいな」といった声が
あがって食事会を開催したところもありました。
　皆さん、それぞれ楽しく活動をされています。

出前講座も開催しました！
　薬剤師が薬の飲み合わせについて分かりやすくお話してくれました。
　消費者センターより特殊詐欺に合わないようにとお話がありました。

今年も、各地区楽しい活動を予定されています。
誰でも参加できますので、地区の公民館を覗いてみてはいかがでしょうか？
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　    　　　　　　　　　平成 2９年３月１日現在
　　　 の動き　　　
●人口　  １，４８３人（－４）
　　男　　　６７９人（－２）
　　女　　　８０４人（－２）
（２月中の異動：出生２人、死亡４人、転出２人）
●世帯　　　５９１戸（－１）

人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　  意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　(Ｈ 29.2.18 ～Ｈ 29.3.28 まで )

●お悔やみ申し上げます
引　谷　乾　　誠　様　兄　　龍市様　香典返し
中土居　福島　光惠様　夫　　浩之様　香典返し
塩　谷　新田　直紀様　祖父　耕平様　香典返し
塩　谷　新田　勝司様　母　あやの様　香典返し

●お大事にしてください
別　府　西本　高志様　　　本人　　　退院内祝

善

●お誕生おめでとう
・篠

しのはら

原　あんず　ちゃん　3月 6日生まれ
・篠
しのはら

原　すみれ　ちゃん　3月 6日生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（下土居）
　　　　　　　　　　　　お父さん　孝宏さん
　　　　　　　　　　　　お母さん　茜　さん

●幸せ多い人生を
・向原　圭亮　さん（引　谷）
 （内田）奈都子さん（神戸市）

●お悔やみ申し上げます
・新田　耕平　さん（塩　谷）2月 22日   91 歳
・福島　浩之　さん（中土居）3月   3 日   87 歳
・新田　あやのさん（塩　谷）3月 17日 102 歳

( Ｈ 29.2.18 ～ H29.3.22 まで )

発注課 総務企画課

事業名 平成28年度　子ども館園庭移設工事

施工場所 長尾地内

落札業者名 平田工業 ( 有 )

契約金額（税込） １，８９０，０００円

　　札情報　（平成29年 3月 15日まで）
　　　　※入札金額 120 万円以上を掲載しています。入
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　　　印刷　( 資）谷本弘輝堂

平成 29年４月号

No.647

古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています

黄金泉・元湯 有効期限
平成 29年 6 月 30 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 29年 6 月 30 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 29年 6 月 30 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 29年 6 月 30 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 29年 6 月 30 日

　今年度から本格的に建設が始まる基幹施設整備

事業。今後取り壊される今の建物たちを是非記録

に残したいと、ドローンを使用した撮影を行いま

した。新しい建物が出来るわくわくとは別に、こ

れまで私たちを見守ってくれた建物が無くなるの

はさみしいものです。

　平成 29 年度は子育て支援の場建設に伴い、診

療所、保健センター、託児所等で活躍した施設が

除却されます。これまでの活躍に感謝しながら、

新施設の建設を進めていきます。


